




















































































































































































































































































































































































































































































（"The	 walk	 texts	 are	 facts	 for	 the	 walker	 and	 fiction	 for	 everyone	 else.	
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た。メディアにとらわれることなく、人間の精神文化や日々の営みの中で芸術を捉え、
どんな問題に対しても揺るぎなく、けれども柔軟にアプローチする鈴木先生の姿を深
く尊敬します。一人のアーティストとして、人間として心暖かく見守っていただき、
いつも貴重なアドバイスをいただき、またたくさんの楽しく貴重な経験を与えていた
だいたことに深く感謝を申し上げます。	
先端芸術表現科教授	古川聖先生には、博士課程に在籍中に博士論文の副査を務めて
いただきました。論文執筆にあたり、いつもユーモアのある鋭い指摘や、貴重なアド
バイスをいただいたおかげで、思考が行き詰まった時に新しい道を見出し、いっそう
深く取り込むことができたと感じています。歩きながら考えることについて、古川先
生のご自身の興味深く楽しいお話も聞かせていただいたことは、本論文を執筆し続け
る楽しさに繋がりました。謹んで感謝を申し上げます。		
多摩美術大学美術学部情報デザイン学科教授	港千尋先生には、ロシア国立人文大学
学部時代に初めて日本に留学した10年ほど前の出会い以来、アーティストとして世界
との関わりについてたくさんアドバイスをいただきました。作家や研究者としての港
先生の活動から日々励まされており、今後も一人のアーティストとして活動し続ける
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